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小
笠
原
敬
斎
略
伝

福
　
田

殖

　
幕
末
の
激
動
期
、
江
戸
の
佐
藤
一
斎
の
門
下
に
は
多
く
の
俊
秀
が
出
た
。
一
斎
の
学
術
は
「
宋
儒
の
学
（
程
朱
学
）
を
奉
ず
る
と
錐
も
、

実
は
王
文
成
（
王
陽
明
）
を
欽
慕
す
↑
）
」
と
評
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
学
統
学
派
に
必
ず
し
も
拘
泥
し
な
い
。
そ
う
し
た
学
風
の
せ
い
も

あ
っ
て
各
種
多
様
な
人
材
が
輩
出
し
た
。
一
斎
の
最
晩
年
．
（
八
十
七
歳
の
時
に
入
門
、
、
一
斎
は
翌
年
八
十
八
歳
で
残
）
に
入
門
し
た
楠
本
碩
水
は
、

　
門
人
は
数
千
人
を
下
ら
ず
。
経
学
家
あ
り
。
陸
王
家
あ
り
。
程
墨
家
あ
り
。
詩
文
家
あ
り
。
世
務
経
済
家
あ
り
。
三
谷
燗
・
塚
越
雲
・

　
竹
村
著
∵
本
多
林
・
安
積
信
・
昌
谷
碩
・
菊
地
履
・
若
山
抵
・
沢
村
適
・
吉
村
晋
・
山
田
球
・
川
田
興
．
・
永
山
貞
武
・
佐
久
間
啓
冨
大

　
橋
順
・
楠
本
後
覚
は
其
の
選
な
り
。
其
の
他
、
列
藩
に
仕
へ
、
老
職
及
び
教
官
に
任
ぜ
ら
る
る
者
は
嘱
あ
げ
て
数
ふ
べ
か
ら
ず
。
盛
な

一
り
と
謂
ふ
べ
し
↑
）
。

と
．
一
斎
門
の
活
況
を
概
括
し
て
い
る
。
碩
水
か
ら
み
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
学
風
を
も
つ
一
斎
の
学
問
も
究
極
の
と
こ
ろ
道
学
を
志
向
す
る

も
の
．
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
先
師
の
志
は
道
学
に
在
り
て
、
経
学
に
在
ら
ず
。
」
経
説
は
た
だ
其
の
丈
余
な
る
の
み
。
人
、
其
の
睡
余
を
見
て
以
て
経
学
家
と
為
す
は
、

　
先
師
を
知
る
者
に
は
非
る
な
り
。
況
ん
や
以
て
詩
文
家
と
為
す
に
於
て
を
や
。
吾
輩
は
但
だ
其
の
大
を
見
る
の
み
↑
）
。

　
た
し
か
に
一
斎
は
博
学
多
識
で
、
経
学
に
も
深
く
、
、
ま
た
文
章
も
能
く
す
る
碩
学
大
儒
で
あ
る
。
そ
の
多
才
．
ぶ
り
が
人
々
を
し
て
多
様

な
見
方
を
な
さ
し
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
学
統
学
派
に
執
着
し
な
い
一
斎
の
学
風
は
儒
学
の
道
統
を
一
統
一
派
に
偏
せ
ず
包

括
的
に
継
承
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
さ
れ
ば
こ
そ
佐
藤
棍
の
一
斎
行
状
に
引
用
す
る
ご
と
く
、
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又
曰
く
、
濾
洛
（
周
・
程
）
復
古
の
学
は
、
実
は
孔
孟
の
射
た
り
。
こ
れ
を
早
く
る
者
は
紫
陽
（
朱
子
）
金
鉛
（
陸
象
山
）
，
及
び
張
（
南

　
軒
）
呂
・
（
東
莱
）
な
り
。
異
同
あ
り
と
錐
も
、
而
も
其
の
実
は
畑
島
全
た
る
道
学
に
し
て
、
決
し
て
俗
儒
の
流
に
非
ず
。
元
に
於
て
は

　
則
ち
（
劉
）
静
修
・
（
許
）
語
感
、
明
に
は
則
ち
崇
仁
（
歯
面
斎
）
河
東
（
醇
言
忌
）
絵
銚
（
王
陽
明
）
増
城
（
湛
甘
泉
）
、
こ
れ
其

　
の
選
な
り
T
）
。

と
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
一
斎
は
そ
の
立
場
上
、
程
朱
学
を
信
奉
し
た
が
、
宋
・
明
を
貫
通
し
て
、
儒
家
的
な
道
の
伝
統
の
学
問
を
包
括

的
に
受
容
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
一
斎
の
学
問
が
当
時
、
二
朱
陰
王
と
か
げ
口
を
き
か
れ
た
の
も
、
一
統
一

派
に
色
分
け
す
る
常
識
的
判
断
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
斎
が
実
際
は
陽
明
学
者
で
あ
る
の
か
、
朱
子
学
者
で
あ
る
の
か
と
い

う
議
論
は
、
妥
当
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
学
統
学
派
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
に
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
前
述
「
斎
門
下
の
楠
本
後
覚
（
端
山
）
は
、
世
界
と
人
生
の
根
本
に
関
す
る
深
い
問
い
を
発
し
、
静
坐
に
よ
る
存
養
を
重
ん
じ
、
は
げ

し
い
気
範
を
内
包
し
て
、
机
上
の
道
学
、
口
さ
き
だ
け
の
聖
賢
に
な
る
ま
い
と
し
て
、
思
想
的
遍
歴
を
経
た
後
、
崎
門
の
朱
子
学
を
自
己

の
信
奉
す
る
も
の
と
し
て
選
択
し
た
。
小
笠
原
敬
斎
は
、
端
山
と
同
年
に
一
斎
の
門
に
入
っ
た
同
庚
の
学
友
で
あ
る
。

　
敬
聴
は
、
折
衷
的
な
博
雑
な
学
風
か
ら
、
や
が
て
陽
明
学
へ
、
そ
し
て
最
後
に
は
朱
子
学
へ
と
進
ん
で
い
く
上
で
、
端
山
か
ら
強
い
影

響
を
受
け
た
。
碩
水
も
、
兄
、
端
山
と
同
じ
く
自
門
の
朱
子
学
を
信
奉
し
た
が
、
一
斎
門
に
入
っ
て
敬
斎
と
会
い
、
一
見
し
て
知
己
と
な

っ
た
。
端
山
・
碩
水
兄
弟
と
の
学
問
的
切
磋
を
通
し
て
敬
承
も
ま
た
正
門
の
朱
子
学
を
信
奉
す
る
に
至
る
。

　
一
八
四
〇
年
代
か
ら
日
本
を
と
り
ま
く
国
際
的
緊
張
は
異
常
に
高
ま
り
、
外
圧
に
よ
る
鎖
国
か
ら
開
国
へ
の
動
き
が
日
本
全
体
を
揺
が

し
て
い
た
。
端
山
・
敬
斎
が
一
斎
門
に
入
っ
た
の
は
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
で
、
碩
水
は
や
や
遅
れ
て
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
一
斎

門
に
入
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
国
家
激
動
の
時
期
に
時
流
の
激
し
い
さ
な
か
で
彼
等
は
よ
る
べ
き
も
の
と
し
て
主
体
的
に
崎
門
の
朱
子

学
を
選
び
と
る
の
で
あ
る
。

　
敬
重
は
大
名
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
同
族
の
唐
津
藩
世
子
小
笠
原
長
行
（
敬
一
郎
）
と
商
家
の
二
敬
と
並
称
さ
れ
た
ほ
ど
の
秀
才
↑
）

で
、
気
象
豪
適
、
小
節
に
拘
泥
せ
ず
、
高
潔
に
し
て
脱
俗
の
志
を
抱
き
、
文
武
と
も
に
す
ぐ
れ
た
特
異
な
風
貌
の
持
主
で
あ
る
。
幕
末
激

動
期
の
状
況
の
中
で
、
真
に
自
律
的
に
生
き
ん
と
し
、
自
己
の
信
ず
る
学
問
の
実
践
に
生
の
充
実
を
示
さ
ん
と
し
た
が
、
志
半
ば
に
し
て

発
れ
た
異
彩
を
放
つ
人
物
と
い
え
る
。
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・
最
近
、
『
楠
本
端
山
碩
水
全
集
』
全
一
巻
（
福
岡
．
葦
書
房
．
昭
5
5
刊
）
が
出
て
、
端
山
．
碩
水
に
つ
い
て
は
広
く
世
に
知
ら
れ
る
と
て
う

と
な
っ
た
。
端
山
・
碩
水
と
深
い
関
係
に
あ
る
小
笠
原
敬
斎
の
特
異
な
人
間
像
を
探
究
す
る
た
め
の
一
手
段
と
し
て
ハ
彼
の
経
歴
を
中
心

に
述
べ
て
い
き
た
い
。

二

　
小
笠
原
敬
斎
（
一
八
二
八
・
一
八
六
三
）
名
は
棟
敬
、
字
は
義
卿
、
通
称
は
敬
二
郎
、
敬
斎
は
号
。
ま
た
直
方
軒
一
白
馬
山
人
と
も
号
す
。

文
政
十
一
年
十
二
月
五
日
（
陰
暦
以
下
同
）
播
州
安
志
藩
（
一
万
石
・
豊
前
小
倉
藩
の
支
藩
）
藩
主
小
笠
原
長
武
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
⑥
。

母
は
側
室
武
田
氏
（
名
は
幾
。
武
田
治
助
娘
）
。
同
年
一
月
十
五
日
、
端
山
（
一
八
二
八
－
一
八
八
三
）
が
平
戸
藩
針
尾
島
で
生
ま
れ
て
い
る
。

　
敬
斎
は
嘉
永
元
年
五
月
十
一
旧
安
志
を
出
立
し
、
同
月
二
十
八
日
江
戸
着
、
・
小
石
川
の
藩
邸
に
居
住
す
る
て
と
と
な
、
つ
た
．
時
に
敬
斎

二
十
一
歳
の
夏
で
あ
っ
た
。
や
が
て
請
母
松
平
氏
の
命
に
よ
り
、
一
時
、
水
原
氏
の
養
子
と
な
る
が
、
間
も
な
く
本
姓
に
復
し
た
ゆ
碩
水

の
「
小
笠
原
敬
斎
君
伝
↑
）
」
に
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ

　
請
母
松
平
氏
、
君
を
し
て
水
原
氏
を
冒
か
さ
し
あ
ん
と
す
。
君
、
百
方
辞
避
す
る
も
許
さ
れ
ず
。
こ
れ
を
大
橋
訥
庵
に
質
す
9
訥
庵
日

　
く
、
恩
は
重
し
。
従
は
ざ
る
を
得
ず
、
と
。
君
已
む
を
得
ず
し
て
こ
れ
に
従
ふ
。
既
に
し
て
二
五
、
感
面
し
そ
本
姓
に
復
す
る
こ
之
を

　
許
す
。
π
時
に
三
三
、
浦
賀
・
に
来
た
り
、
通
商
を
求
む
。

㌦
敬
斎
が
訥
庵
に
養
子
の
｝
件
を
質
し
た
年
月
は
今
一
つ
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
敬
斎
は
嘉
永
六
年
春
、
訥
庵
の
門
に
入
う
て
い
る
の

で
、
そ
の
前
後
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
同
年
六
月
三
日
に
黒
船
が
浦
賀
に
来
航
し
て
お
り
、
こ
の
養
子
の
件
は
、
之
の
間
の
こ
と
で
あ
る

と
推
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
養
子
に
行
き
異
姓
を
胃
か
す
こ
と
は
崎
門
で
は
忌
避
さ
れ
た
。
碩
水
も
佐
佐
姓
か
ら
本
姓
に
復
し
て
い
る
が
、
．
つ
ね
に
「
異
姓
を
胃
か

さ
ざ
る
は
、
こ
れ
孝
の
第
一
一
義
」
と
言
っ
て
い
た
と
い
う
⑤
）
。
月
田
蒙
斎
も
「
小
笠
原
敬
斎
、
他
姓
を
胃
か
意
ざ
る
の
一
著
（
件
）
已
に

大
義
を
存
す
。
英
特
の
気
象
、
想
見
す
べ
し
⑤
）
」
と
敬
礼
の
態
度
を
称
賛
し
て
い
る
。

「
敬
斎
が
江
戸
に
出
て
来
る
ま
で
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
藩
に
あ
っ
て
公
子
に
ふ
さ
わ
レ
い
教
育
を

一5
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受
け
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
安
志
藩
に
は
藩
校
明
倫
堂
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
文
学
所
と
武
学
所
の
二
つ
か
ら
成
り
、
文
武
両
道
の
教
育

を
行
っ
て
お
り
、
．
文
学
所
で
は
、
小
笠
原
流
の
礼
法
も
授
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
碩
水
の
前
記
敬
斎
君
伝
に
よ
れ
ば
、
敬
斎
は
兵
法
に

通
じ
、
か
つ
射
を
善
く
し
た
と
あ
る
の
で
、
文
武
両
面
に
関
し
て
す
ぐ
れ
た
教
育
を
受
け
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
明
倫
堂
教
育

の
基
礎
を
つ
く
っ
た
稲
垣
隆
秀
（
一
七
二
一
二
－
一
七
九
七
）
は
大
坂
懐
徳
堂
の
儒
者
、
雲
井
竹
山
門
で
、
安
志
藩
学
は
懐
徳
堂
の
学
風
を
汲
む

も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
⑰
）
。

　
江
戸
に
出
て
き
た
敬
斎
は
、
は
じ
め
安
積
艮
斎
（
一
七
九
一
⊥
八
六
〇
）
に
就
い
て
学
ん
だ
。
艮
斎
は
、
奥
州
二
本
松
領
安
積
郡
山
村
の

神
職
の
家
に
生
ま
れ
た
。
」
十
七
か
日
時
に
江
戸
に
出
て
一
斎
の
学
僕
と
な
り
、
四
年
後
、
林
原
斎
の
門
に
入
る
。
二
十
四
歳
の
時
に
駿
河

台
に
開
塾
し
た
が
、
富
士
見
坂
の
見
山
楼
は
大
変
に
繁
昌
し
、
ま
た
『
艮
斎
文
略
』
を
著
し
て
名
声
都
下
に
振
う
た
文
豪
で
も
あ
っ
た
。

一
時
、
二
本
松
藩
敬
学
館
教
授
と
な
っ
た
が
、
ほ
ど
な
く
弘
化
の
初
め
（
一
八
四
四
）
出
府
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
は
幕
府
の
御
儒
者

を
拝
命
、
昌
平
校
の
教
授
と
し
て
師
一
斎
と
共
に
教
育
に
当
っ
た
。
敬
斎
は
お
そ
ら
く
嘉
永
元
年
か
ら
三
年
ま
で
の
間
に
艮
斎
に
師
事
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
艮
斎
は
朱
子
学
者
で
は
あ
る
が
、
学
派
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
で
包
括
的
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
艮
斎
は
い
う
。

　
道
は
天
下
の
公
道
な
り
。
学
は
天
下
の
公
簿
な
り
。
…
：
・
学
は
一
家
を
墨
守
す
る
に
及
ば
ず
。
道
の
存
す
る
は
皆
学
と
思
ふ
べ
し
。
程

　
朱
の
諸
賢
は
勿
論
な
り
。
陸
象
山
王
陽
明
諸
公
の
言
も
其
の
得
な
る
は
表
彰
ふ
べ
し
。
漢
語
諸
儒
の
説
も
取
る
べ
し
。
老
荘
腰
蓑
影
野

　
の
言
も
善
な
る
は
皆
取
る
べ
し
。
愚
夫
愚
婦
の
言
も
亦
取
る
べ
し
。
か
く
の
如
く
胸
襟
諮
大
、
・
古
今
を
包
括
す
る
勢
に
て
、
志
の
高
大

　
と
も
云
ふ
べ
し
貧
）
。

　
こ
の
よ
う
な
包
括
的
立
場
は
、
公
道
農
学
の
名
の
も
と
に
、
あ
ら
ゆ
る
学
問
を
包
摂
し
て
折
衷
的
で
博
雑
な
傾
向
を
帯
び
る
方
向
に
い

き
か
ね
な
い
。

　
艮
斎
は
門
戸
の
見
を
争
っ
て
仇
敵
の
如
く
相
排
斥
す
る
の
は
愚
か
な
こ
と
で
、
か
え
っ
て
公
平
の
道
で
は
な
い
と
考
え
、
王
陽
明
は
朱

子
学
者
の
支
離
蔓
街
の
弊
を
矯
め
る
形
で
出
現
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
陽
明
の
説
は
宋
学
よ
り
出
て
き
た
も
の
と
考
え
て
よ
く
、
朱
子
の

学
と
天
地
の
差
異
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
し
た
。

　
道
や
学
の
究
明
を
第
一
義
と
し
、
学
統
学
派
を
最
重
視
し
な
い
艮
斎
の
立
場
は
、
そ
の
師
佐
藤
一
斎
か
ら
由
来
す
る
。
更
に
さ
か
の
ぼ

れ
ば
、
一
斎
の
師
、
中
井
竹
山
か
ら
発
出
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
敬
斎
も
ま
た
当
初
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
折
衷
包
括
的
影
響
を
多
分

一5
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に
受
け
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

楠
本
端
山
は
そ
の
頃
の
敬
斎
を
次
の
よ
う
に
見
て
い
る
。

　
嘉
永
四
年
辛
亥
、
後
覚
（
端
山
）
、
一
斎
先
師
の
塾
に
在
り
。

　
し
竃
。

公
子
も
亦
来
た
り
学
ぶ
。
公
子
の
学
、
甚
だ
博
雑
に
し
て
宗
と
す
る
所
無

三

　
敬
斎
が
佐
藤
一
斎
の
門
に
入
っ
た
の
は
、
嘉
永
四
年
、
敬
命
二
十
四
歳
の
時
で
、
端
山
は
す
で
に
在
塾
し
て
い
た
。
．
時
に
一
斎
は
八
十

の
寿
賀
（
十
月
二
十
日
）
を
迎
え
る
年
で
あ
っ
た
。

　
　
斎
は
林
家
の
塾
頭
を
つ
と
め
、
ま
た
昌
平
校
で
教
育
の
任
に
当
っ
た
た
め
、
立
場
上
、
朱
子
学
を
教
授
し
た
が
、
王
陽
明
の
学
説
も

受
け
入
れ
る
達
磨
な
立
場
を
と
っ
た
。
そ
の
た
め
前
述
の
よ
う
に
朱
子
学
者
、
陽
明
学
者
が
同
時
に
そ
の
門
に
出
た
。
些
細
陰
王
と
い
う

畿
り
を
受
け
た
が
、
一
’
斎
の
立
場
は
、
そ
の
師
、
中
井
竹
山
の
学
風
の
影
響
も
あ
っ
て
学
統
学
派
に
と
ら
わ
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
一

斎
「
は
当
時
の
学
界
と
師
、
竹
山
に
ふ
れ
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
本
邦
の
儒
流
は
享
保
中
、
・
盛
な
り
と
為
す
。
今
よ
り
之
を
視
る
に
、
仁
斎
父
子
物
祖
篠
を
以
て
魁
と
為
す
。
後
に
及
ん
で
三
輪
面
立
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
と

　
五
井
離
洲
及
び
中
井
竹
山
兄
弟
有
り
て
屈
指
の
人
物
た
り
。
一
仁
斎
の
学
は
呉
廷
翰
に
原
本
づ
き
て
自
ら
古
学
と
称
し
て
見
る
所
有
り
q

．
丸
裸
自
ら
道
ふ
、
初
め
李
・
王
の
古
文
辞
を
学
び
、
因
っ
て
進
ん
で
古
書
を
読
み
、
．
是
に
於
て
始
め
て
古
経
を
解
す
、
と
。
今
必
ず
し

　
も
是
非
を
論
ぜ
ず
。
．
之
を
要
す
る
に
倒
自
薦
施
と
謂
ふ
べ
し
。
執
斎
は
初
め
佐
藤
直
方
の
門
人
な
り
。
深
ぐ
闇
斎
の
学
説
を
究
め
、
遂

　
に
一
変
し
て
絵
挑
（
王
陽
明
）
を
崇
信
す
。
蘭
洲
・
竹
山
兄
弟
に
至
り
て
は
、
則
ち
経
学
文
章
、
．
前
儒
に
卓
越
し
、
亦
太
だ
し
く
は
鯨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
　
ね
が

　
挑
を
排
せ
ず
。
近
世
の
遥
遠
た
り
。
余
少
よ
り
数
家
に
涯
濫
し
、
齢
百
八
旬
（
八
＋
）
、
学
、
志
の
如
く
な
る
能
は
ず
。
第
だ
希
ふ
所
は
、

　
則
ち
猶
ほ
存
す
る
も
の
有
り
と
云
ふ
の
み
曾
）
。

　
竹
山
は
朱
子
学
を
基
本
に
し
た
が
、
学
派
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
を
き
ら
い
、
自
分
の
学
は
、
林
家
の
朱
子
学
で
も
な
く
、
山
崎
闇
斎
派

の
朱
子
学
で
も
な
く
、
一
家
の
宋
学
で
あ
る
と
し
た
曾
）
。
’
そ
し
て
諸
学
の
長
短
を
吟
味
し
て
、
陽
明
の
教
説
か
ら
込
採
る
べ
き
も
の
は
採

一5
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る
主
義
で
あ
っ
た
。
一
種
の
合
理
主
義
で
あ
り
折
衷
主
義
で
あ
る
。
一
斎
の
王
学
精
通
の
源
泉
は
竹
山
か
ら
来
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

　
一
斎
門
に
入
っ
た
敬
斎
は
陽
明
学
を
攻
究
す
る
。
同
窓
で
交
っ
た
の
は
、
端
山
の
ほ
か
に
川
田
晦
蔵
（
大
洲
の
人
）
新
宮
行
蔵
（
肥
後
人
吉

の
人
）
渋
谷
三
蔵
（
人
吉
の
人
）
岩
瀬
中
蔵
（
大
垣
の
人
）
少
し
お
く
れ
て
碩
水
等
が
い
た
曾
）
。

　
端
山
も
は
じ
め
は
博
覧
の
学
風
で
、
諸
の
二
三
ま
で
読
書
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
一
斎
の
高
弟
の
吉
村
秋
陽
・
大
橋
訥
庵
に
つ
い

て
宋
明
の
理
学
の
講
説
を
聞
い
て
か
ら
旧
習
を
脱
離
し
、
特
に
訥
庵
か
ら
最
も
強
い
影
響
を
受
け
た
。
「
此
の
人
（
訥
庵
）
に
遭
は
ざ
れ
ば
、

殆
ん
ど
虚
し
く
一
生
を
過
さ
ん
」
と
い
う
有
名
な
言
葉
の
示
す
よ
う
に
端
山
の
以
後
の
進
む
方
向
は
聖
学
と
し
て
の
性
理
学
（
宋
学
）
に
決

定
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
訥
庵
の
学
問
は
、
い
ま
だ
高
忠
憲
や
正
念
台
と
い
っ
た
朱
王
折
衷
の
立
場
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
陽

明
学
の
範
疇
を
脱
し
き
っ
て
い
な
か
っ
た
。
端
山
や
訥
庵
が
脱
然
と
し
て
程
朱
に
帰
一
す
る
の
は
今
少
し
先
で
あ
る
⑯
）
。
端
山
の
学
術
思

想
に
関
し
て
は
す
で
に
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
曾
）
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
論
及
し
な
い
。

　
と
も
か
く
端
山
は
訥
庵
の
影
響
を
受
け
て
性
理
学
へ
と
進
ん
で
い
く
。
こ
の
時
期
、
敬
斎
は
ま
だ
陽
明
の
学
説
を
確
守
し
て
い
た
。
し

か
し
な
が
ら
端
山
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
、
嘉
永
五
年
冬
に
は
大
橋
訥
立
面
に
入
る
決
意
を
固
め
る
。
嘉
永
六
年
春
隔
端
山
は
平
戸
藩
に

帰
り
馬
敬
斎
は
訥
庵
門
に
入
っ
た
。
敬
斎
の
端
山
宛
書
簡
に
は
、

　
御
在
塾
の
節
は
慰
葱
の
思
を
受
け
、
耳
提
の
教
を
恭
う
し
、
霊
に
依
っ
て
此
の
学
に
見
る
こ
と
有
り
。
挾
を
分
っ
て
以
来
、
訥
庵
に
追

　
従
し
て
聖
学
の
葱
底
相
質
し
、
存
養
省
察
の
工
夫
他
事
無
く
候
。
…
…
教
を
受
け
て
よ
り
出
来
、
静
坐
の
功
、
相
用
ひ
少
し
く
見
る
所

　
有
る
が
如
し
。
故
に
之
を
左
右
に
布
く
曾
）
。

と
あ
り
、
端
山
の
影
響
に
よ
っ
て
此
の
学
（
宋
学
）
に
入
っ
た
こ
と
を
明
か
に
し
て
い
る
。
敬
斎
入
門
当
初
の
模
様
を
訥
庵
は
端
山
宛
の
書

簡
の
中
で
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
御
器
霊
鳥
、
別
に
有
志
の
士
も
相
見
え
申
さ
ず
。
小
笠
原
君
・
新
宮
丁
子
は
、
始
終
解
怠
な
く
来
訪
に
候
得
ど
も
、
未
だ
感
発
の
模
様

　
も
濡
れ
無
く
候
。
其
の
中
小
笠
原
の
方
は
追
々
宜
く
も
相
成
り
申
す
べ
き
や
に
存
じ
候
得
共
、
新
宮
は
意
外
、
浮
涯
の
学
に
て
喫
緊
の

　
工
夫
な
ど
質
問
致
し
嘉
事
絶
へ
て
写
れ
無
く
盛
行
、
後
来
の
成
否
、
思
束
無
く
存
じ
候
。
弊
塾
も
同
様
の
者
斗
に
て
言
ふ
に
足
る
者
無

　
し
⑯
）
。
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浮
立
の
学
と
評
さ
れ
た
新
宮
行
蔵
は
結
局
、
陽
明
学
信
奉
の
立
場
を
変
え
な
か
っ
た
。
こ
の
時
、
敬
斎
が
学
ん
だ
学
問
は
、
聖
人
志
向

の
学
（
聖
人
の
道
の
体
認
）
で
あ
る
。
そ
れ
は
義
と
利
の
弁
別
を
き
び
し
く
し
、
正
統
と
異
端
を
峻
別
し
て
義
理
心
性
を
根
源
か
ら
究
明
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
訥
庵
は
、
此
の
学
は
、
単
に
真
面
目
な
だ
け
で
、
激
昂
の
気
象
に
乏
し
い
者
で
は
駄
目
で
あ
り
、
自
律
的
．

に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
精
神
的
強
者
で
あ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
、
聖
賢
を
志
向
す
る
高
い
気
概
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。

　
兎
角
此
学
は
豪
傑
に
し
て
聖
賢
と
申
様
に
干
れ
無
く
て
は
相
叶
申
さ
ず
。
志
は
伊
昇
、
工
夫
は
顔
子
と
申
物
故
、
兼
併
の
難
き
筈
に
て
、

　
其
人
な
き
も
尤
の
事
に
御
座
候
曾
）
。

と
訥
庵
は
此
学
を
勃
興
す
る
人
材
の
少
な
き
を
憂
え
、
当
時
の
儒
学
界
を
見
渡
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
当
今
の
儒
は
其
の
名
の
み
儒
に
し
て
実
は
自
ら
視
る
こ
と
俳
優
珠
儒
に
均
し
く
候
故
、
牧
伯
（
大
名
）
も
そ
れ
を
視
る
事
、
書
家
画
人
と

　
異
な
ぢ
ざ
る
は
、
浩
歎
の
至
り
、
何
率
弊
風
洗
刷
致
候
て
、
聖
学
の
為
に
光
輝
を
発
度
事
と
存
候
は
、
猶
功
利
腸
（
心
）
に
遣
れ
有
る

　
べ
き
や
、
御
示
教
下
さ
る
べ
く
候
行
）
。

　
こ
の
激
越
で
容
赦
な
い
夏
鳥
ぶ
り
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
今
こ
そ
聖
学
を
勃
興
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
危
機
意
識
　
一

と
結
び
つ
け
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
．
正
し
い
道
の
伝
統
が
見
失
わ
れ
、
学
術
茱
盟
な
り
、
異
端
邪
説
が
は
び
こ
れ
ば
、
国
家
覗

社
会
は
無
秩
序
な
状
況
の
申
で
混
迷
に
お
ち
い
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
危
機
感
が
彼
等
の
中
に
あ
り
、
そ
れ
が
聖
学
再
構
築
へ
と
は
や

ら
せ
て
い
た
と
も
見
ら
れ
よ
う
。
訥
庵
の
こ
の
書
簡
は
嘉
永
六
年
五
月
六
日
発
信
と
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
訥
庵
は
朱
子
学
の
立
場
に
立
っ
て

西
洋
学
を
異
端
邪
説
と
し
て
排
斥
し
た
書
物
『
關
邪
小
言
』
を
著
し
て
い
る
。
聖
人
の
道
へ
の
は
げ
し
い
取
り
組
み
ゆ
え
に
激
昂
す
る
と

い
う
行
動
様
式
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
訥
庵
・
端
山
・
敬
斎
・
碩
水
に
お
い
て
共
通
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
敬
斎
が
訥
庵
の
と

こ
ろ
で
学
ん
だ
も
の
は
勿
論
、
聖
学
（
聖
人
志
向
の
学
）
亀
に
は
ち
が
い
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
激
昂
の
気
象
で
あ
っ
た
か
も
知

れ
．
な
い
。

四

そ
の
後
、
訥
庵
と
端
山
の
進
む
道
は
次
第
に
わ
か
れ
て
い
っ
た
。
端
山
は
程
朱
学
に
帰
一
の
後
湘
更
に
海
門
の
朱
子
学
へ
と
傾
倒
し
て



い
っ
た
。
訥
庵
の
方
は
志
士
的
行
動
へ
と
進
ん
で
い
き
、
文
久
二
年
、
坂
下
門
事
件
発
生
に
先
立
っ
て
捕
え
ら
れ
、
や
が
て
非
命
に
発
れ

た
。
端
山
は
か
つ
て
弟
の
梅
窓
に
対
し
、
「
只
今
都
下
ニ
テ
道
徳
性
命
之
学
第
一
ハ
大
橋
順
蔵
」
と
感
激
を
こ
め
て
書
き
お
く
っ
た
竃
。

聖
人
志
向
の
学
の
手
引
き
を
し
て
く
れ
た
訥
庵
で
は
あ
っ
た
が
、
両
者
の
関
係
は
文
久
元
年
に
決
定
的
に
悪
く
な
っ
た
。
端
山
は
敬
霊
宝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
と

の
書
簡
露
）
の
中
で
、
「
大
橋
丈
の
学
は
窮
理
偏
喫
し
て
存
養
の
終
始
た
る
を
知
ら
ざ
る
が
似
し
」
と
そ
の
学
問
を
批
判
し
、
「
春
初
に
書

　
か
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
こ

を
渠
に
致
し
て
、
之
が
復
姓
を
勧
む
る
も
今
に
至
る
ま
で
寂
と
し
て
音
響
無
し
。
因
り
て
煮
ろ
復
た
煩
を
免
れ
ざ
る
も
再
び
告
げ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
ら

と
す
。
知
ら
ず
、
渠
能
く
詠
む
る
に
勇
あ
渇
や
否
や
」
と
怒
り
を
表
し
な
が
ら
、
「
吾
曹
学
問
の
事
有
る
を
知
る
は
実
に
渠
の
力
な
り
。

故
に
軽
し
く
は
之
を
絶
た
ん
と
欲
せ
ず
」
と
絶
交
を
思
い
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
文
久
二
年
二
月
二
十
七
日
の
敬
斎
宛
の
書
簡
で
は
「
大
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
や

丈
、
首
回
十
二
日
を
以
て
逮
へ
ら
る
る
事
、
已
に
尊
聴
に
達
せ
し
や
。
骸
愕
之
を
久
し
う
し
て
心
悸
已
ま
ず
。
あ
あ
天
下
の
大
、
一
清
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

の
士
を
容
る
る
能
は
ず
、
如
何
如
何
。
伝
聞
漸
々
と
し
て
未
だ
読
響
を
得
ず
、
其
の
詳
を
聞
か
ん
こ
と
を
欲
す
。
但
だ
奇
禍
盛
り
て
来
た

る
所
、
丈
も
亦
実
に
之
を
招
く
者
有
り
。
此
れ
則
ち
丈
の
た
め
に
ひ
そ
か
に
こ
れ
を
壌
む
盆
）
」
と
悲
痛
の
情
を
告
げ
で
い
る
。

　
義
民
は
端
山
の
影
響
を
受
け
て
陽
明
学
か
ら
程
朱
学
へ
と
転
じ
た
が
、
更
に
崎
門
の
朱
子
学
へ
と
進
む
の
に
は
、
碩
水
の
影
響
が
最
も

強
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
敬
斎
と
碩
水
の
出
会
い
は
安
政
六
年
三
月
二
十
四
日
で
あ
っ
た
。
前
年
十
一
月
碩
水
は
佐
藤
一
斎
の
門
に
入
り
、

大
橋
訥
庵
や
若
山
勿
論
の
講
義
に
出
席
す
る
か
た
わ
ら
、
在
府
の
名
士
を
訪
ね
て
学
問
研
讃
に
励
ん
で
い
た
が
、
敬
斎
と
相
会
う
や
、
一

見
し
て
知
己
と
な
っ
た
。
楠
本
正
翼
の
「
碩
水
先
生
伝
」
に
よ
れ
ば
、

　
一
時
の
名
張
、
金
子
霜
山
・
春
日
潜
庵
・
大
橋
訥
庵
・
吉
村
秋
陽
・
池
田
草
庵
・
尼
崎
修
斎
の
若
き
ば
平
温
は
ら
ざ
る
無
し
。
而
し
て

　
小
笠
原
潔
斎
と
契
合
す
る
こ
と
最
も
深
し
。
嘗
っ
て
曰
く
、
吾
、
天
下
の
士
に
交
は
る
こ
と
少
な
か
ら
ず
。
而
し
て
一
見
知
己
を
以
て

　
相
許
す
者
は
敬
斎
一
人
の
み
、
ど
竃
。

　
端
山
・
碩
水
・
影
壁
の
信
奉
す
る
崎
門
朱
子
学
は
、
直
接
に
は
月
田
岩
陰
を
通
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
崎
門
学
脈
の
系
譜
は
、
山
崎

闇
斎
一
三
宅
尚
斎
一
久
米
訂
斎
一
宇
三
三
斎
一
千
手
廉
斎
一
千
手
旭
山
一
月
子
壷
斎
と
な
る
。

　
月
田
蒙
斎
は
肥
後
玉
名
郡
の
人
で
、
京
都
に
遊
学
し
て
千
手
旭
山
に
師
事
、
実
理
の
学
を
お
さ
め
、
知
行
を
貫
く
存
養
を
重
ん
じ
た
学

者
で
あ
る
。
千
手
旭
山
か
ら
道
学
（
崎
門
の
朱
子
学
）
継
承
の
寄
託
を
受
け
て
、
旭
山
の
著
『
中
庸
講
義
』
五
巻
、
『
榑
桑
当
世
』
『
訂
求

録
』
を
贈
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。
月
田
蒙
斎
に
つ
い
て
は
今
ま
で
知
る
人
が
少
な
か
っ
た
が
、
最
近
は
じ
め
て
ま
と
ま
っ
た
紹
介
が

一5
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出
た
密
）
。

　
碩
水
は
安
政
三
年
二
十
三
歳
の
正
月
、
月
田
蒙
斎
を
訪
ね
、
そ
の
著
『
蒙
斎
随
筆
』
を
読
ん
で
感
動
し
た
が
、
そ
の
後
、
東
遊
し
た
た

め
、
空
白
が
あ
っ
た
。
再
び
蒙
斎
と
書
簡
の
往
復
が
頻
繁
に
な
る
の
は
、
安
政
六
年
か
ら
万
延
元
年
に
か
け
て
で
、
こ
の
間
約
五
年
の
歳

月
が
経
過
し
て
い
る
。
そ
の
間
、
碩
水
は
弟
の
準
平
（
愈
々
）
を
蒙
斎
の
と
こ
ろ
に
遊
学
さ
せ
て
い
る
。

　
敬
呈
は
蒙
斎
の
こ
と
を
碩
水
と
松
陽
と
か
ら
聴
い
て
知
る
と
て
う
と
な
っ
た
弁
）
。
告
諭
は
蒙
斎
に
あ
て
て
文
久
二
年
に
書
簡
を
書
い
て

い
る
。
こ
の
手
紙
は
結
局
そ
の
時
は
出
さ
ず
、
翌
文
久
三
年
、
副
書
を
つ
け
て
七
月
二
十
七
日
付
で
蒙
斎
に
出
し
て
い
る
。
敬
斎
の
こ
の

書
簡
は
謙
虚
に
し
て
鄭
重
を
極
め
、
如
何
に
蒙
斎
に
就
い
て
学
び
た
い
か
を
切
々
と
訴
え
て
い
る
。
以
下
、
こ
の
書
簡
の
概
略
を
述
べ
る

と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
当
今
の
儒
者
は
お
お
む
ね
記
諦
詞
章
の
訓
愈
々
か
あ
る
い
は
事
功
名
利
を
企
図
す
る
も
の
で
、
あ
き
た
ら
ず
、
道
徳
風
俗
の
退
廃
に
儒

者
が
無
関
心
で
馬
建
学
に
志
す
者
が
い
な
い
。
経
義
を
考
え
経
済
を
語
り
鞘
略
（
兵
法
）
を
弁
じ
る
者
は
都
下
そ
の
人
に
乏
し
く
な
い
が
、

敬
義
（
砲
門
の
朱
子
学
）
躬
行
の
君
・
子
と
な
る
と
、
先
生
に
望
み
を
托
す
る
ほ
か
は
な
い
。
　
大
橋
寿
次
（
訥
庵
の
養
子
）
の
書
簡
や
先
生

が
碩
水
に
答
え
た
書
簡
を
反
復
熟
読
し
て
此
の
道
の
在
る
所
を
い
よ
い
よ
信
ず
る
気
持
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
門
下
に
至
っ
て
教
え
を
受
け

た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
目
下
小
倉
藩
の
政
務
に
し
ば
ら
れ
て
身
う
ご
き
が
と
れ
な
い
。
そ
こ
で
せ
め
て
書
簡
で
お
教
え
を
乞
い
た
い
と

し
て
、
知
行
に
関
す
る
真
剣
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
副
書
で
濾
、
文
久
三
年
正
月
に
近
藤
．
盤
谷
．
牧
山
の
三
人
が
来
訪
、
先
生

の
学
に
つ
い
て
つ
ぶ
さ
に
語
っ
て
く
れ
た
。
端
山
か
ら
は
先
生
の
大
著
『
蒙
斎
髄
筆
』
の
序
文
を
示
遠
れ
、
六
月
に
碩
水
が
『
蒙
斎
随
筆
』

二
巻
を
寄
ζ
し
て
く
れ
た
。
そ
こ
で
先
生
の
学
問
内
容
が
把
握
で
き
た
。
道
の
不
明
な
る
こ
と
久
し
い
。
幸
に
先
生
の
よ
う
な
方
が
お
ら

れ
る
の
だ
か
ら
ふ
先
生
の
、
門
を
望
ん
で
入
門
し
な
い
も
の
が
あ
ろ
う
か
。
私
が
先
生
を
慕
う
こ
と
が
そ
の
よ
う
で
あ
り
、
土
地
が
近
い
こ

と
が
こ
の
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
お
側
に
お
仕
え
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
の
は
、
そ
も
そ
も
ま
た
命
で
あ
ろ
う
か
、
と
嘆
い
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
済

る
奮
）
ρ

　
敬
意
は
遂
に
函
丈
に
会
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
の
後
一
か
月
あ
ま
り
し
て
敬
斎
は
急
死
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
蒙
斎
も
敬
斎
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
碩
水
宛
の
返
書
の
中
で
、
敬
斎
の
こ
と
を
「
英
特
の
気
象
」
と
ほ
め
、
ま

た
次
の
よ
う
に
い
う
。
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近
ご
ろ
謙
徳
凋
謝
し
、
道
学
日
に
微
か
な
り
。
吾
老
師
千
手
翁
も
亦
去
年
八
月
を
以
て
世
に
即
く
。
斯
道
の
託
、
果
し
て
安
く
に
在
り

　
や
。
敬
斎
の
一
書
、
誠
に
空
谷
の
逡
音
な
り
露
）
。

　
蒙
斎
の
こ
の
期
待
感
は
、
む
ご
く
も
裏
切
ら
れ
る
結
果
に
な
っ
て
し
ま
う
。
碩
水
の
「
言
論
君
伝
」
に

　
蒙
斎
嘗
て
其
の
後
に
書
し
て
日
く
、
卑
遜
経
説
の
言
を
極
め
て
正
気
字
訳
た
り
。
風
度
軒
昂
に
し
て
人
を
し
て
敬
を
起
さ
し
む
、
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
ま
た
曰
く
、
癸
亥
（
文
久
三
年
）
の
秋
、
君
、
此
の
書
を
賜
ふ
。
未
だ
時
を
惑
え
ず
し
て
君
、
世
に
即
く
。
故
を
以
て
此
の
文
を
読
む
毎

　
に
未
だ
嘗
て
斯
の
知
己
の
人
に
旧
く
を
歎
ぜ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。

と
蒙
斎
の
文
を
引
用
し
て
い
る
が
、
蒙
斎
の
．
痛
惜
の
念
が
切
々
と
伝
っ
て
く
る
。

　
蒙
斎
は
敬
斎
の
中
に
自
己
に
共
通
す
る
硬
質
な
志
操
を
か
い
ま
み
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
千
手
旭
山
か
ら
贈
ら
れ
た
道
学
を
伝
え
る

た
め
の
証
左
と
し
て
の
著
書
は
は
じ
め
欝
欝
に
贈
ろ
う
と
考
え
て
い
た
ら
し
い
。
道
学
の
伝
統
継
承
の
望
み
を
書
斎
に
托
そ
う
と
し
た
の

で
あ
る
。
『
過
庭
饒
蘭
』
に
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
榑
桑
儒
海
ト
自
求
録
ト
ノ
ニ
書
ハ
、
蒙
斎
カ
ラ
端
山
へ
伝
ヘ
タ
モ
ノ
ゾ
。
申
庸
講
義
ハ
其
ノ
後
予
二
譲
ッ
タ
ノ
ゾ
。
千
手
謙
斎
（
旭
山
）

　
ヨ
リ
蒙
斎
へ
伝
へ
下
書
ハ
、
最
初
敬
斎
へ
伝
フ
ル
心
デ
ア
ッ
タ
ト
ミ
エ
ル
ガ
。
敬
斎
が
死
ン
ダ
カ
ラ
端
山
へ
伝
ヘ
タ
モ
ノ
ゾ
。
其
ノ
事

　
訓
蒙
斎
カ
ラ
千
手
嘉
門
太
郎
二
與
ヘ
タ
書
簡
二
見
エ
テ
居
タ
ゾ
。
嘉
門
太
郎
が
其
ノ
手
簡
ヲ
見
セ
タ
コ
ト
ガ
ア
ル
ゾ
。
嘉
門
太
郎
ハ
謙

　
斎
ノ
子
ゾ
。
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敬
斎
が
大
橋
銀
嶺
門
に
入
っ
た
の
は
嘉
永
六
年
春
二
十
六
歳
の
時
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
年
の
夏
、
六
月
三
日
浦
賀
に
黒
船
が
来
航
、
世

情
騒
然
と
な
り
、
敬
斎
も
激
奮
し
て
、
自
己
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

　
日
く
、
議
論
多
し
と
錐
も
、
之
を
要
す
る
に
三
を
出
で
ず
。
曰
く
、
通
商
は
許
す
べ
か
ら
ず
、
と
。
此
れ
易
ふ
べ
か
ら
ぎ
る
の
論
な
り
。

　
　
　
　
し
ば
ら

　
日
く
、
姑
憎
く
認
れ
を
許
し
試
行
す
る
こ
と
数
年
に
し
て
其
の
利
害
を
察
し
て
詣
る
後
に
之
れ
を
処
置
せ
ん
、
と
。
此
れ
怯
儒
小
人
の
見

　
に
し
て
用
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
日
く
、
古
今
は
異
な
れ
り
。
宜
し
く
時
に
随
ひ
て
法
を
変
じ
、
之
れ
を
許
し
て
可
な
り
、
と
。
此
れ



　
も
亦
無
稽
の
妄
説
に
し
て
行
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
聞
く
、
墨
夷
、
耶
蘇
教
を
奉
ず
、
と
。
古
れ
耶
蘇
教
は
祖
宗
の
厳
禁
す
る
所
に
し

　
て
聖
道
の
容
れ
ざ
る
所
な
り
。
豊
に
古
今
異
な
れ
り
。
宜
し
く
時
に
随
ひ
、
法
を
変
じ
て
之
れ
を
許
し
て
可
な
り
と
謂
は
ん
や
㊥
）
。

　
そ
し
て
通
商
よ
り
決
戦
を
え
ら
ぶ
べ
き
で
最
悪
の
場
合
は
将
軍
自
身
が
指
揮
を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
譜
代
大
名
の
公
子
の
立
場

で
の
発
言
で
あ
る
が
、
同
時
に
こ
う
し
た
排
外
主
義
的
嬢
夷
思
想
は
朱
子
学
か
ら
く
る
も
の
で
あ
る
。
右
の
趣
旨
の
一
文
は
幕
府
に
上
呈

し
よ
う
と
し
た
が
故
あ
っ
て
果
さ
な
か
っ
た
。

　
更
に
水
戸
の
徳
川
斉
昭
に
も
一
文
を
草
し
て
拝
呈
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
言
激
烈
な
る
を
以
て
、
通
ず
る
者
が
な
く
、
こ
れ
も
ま
た

果
さ
な
か
っ
た
。

　
当
時
、
歴
史
の
趨
勢
は
鎖
国
か
ら
開
国
へ
と
動
い
て
い
た
。
や
が
て
幕
府
は
開
国
に
ふ
み
き
る
が
、
そ
れ
は
主
体
的
判
断
と
い
う
よ
り

も
、
外
圧
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
七
福
の
考
え
方
は
、
今
か
ら
み
る
と
時
代
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
後
世
の
者
が
薄
畳
の
考
え
を
冷
や
か
に
嘲
笑
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
踊
帯
は
日
本
の
主
体
的
立
場
で
の
選
択
を
自
律

的
に
決
定
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
開
国
後
も
、
敬
斎
の
よ
う
に
主
体
的
、
自
律
的
に
も
の
を
考
え
る
人
が
い
た
こ
と
が
幸
い
し
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。

　
万
延
元
年
、
敬
斎
三
十
三
歳
の
時
、
宗
藩
の
小
倉
藩
主
小
笠
原
忠
嘉
が
国
許
で
通
い
に
か
か
り
再
び
起
た
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
敬
信
を

そ
の
嗣
と
し
ょ
う
と
し
た
。
敬
斎
は
固
辞
し
、
木
曽
山
中
に
身
を
避
け
、
結
局
、
兄
の
安
志
藩
主
棟
幹
が
、
宗
藩
藩
主
を
嗣
ぐ
こ
と
と
な

っ
た
。
翌
文
久
元
年
七
月
江
戸
を
出
立
し
、
八
月
小
倉
に
入
っ
た
敬
斎
は
学
校
の
事
を
司
り
、
藩
政
に
参
與
（
政
治
顧
問
）
し
た
。

　
時
に
藩
老
島
村
志
津
摩
（
貫
倫
）
と
確
執
が
あ
り
、
結
局
、
敬
斎
が
政
治
局
面
か
ら
し
り
ぞ
け
ら
れ
た
。

　
文
久
三
年
五
器
、
外
国
艦
船
が
下
関
に
来
航
、
毛
利
藩
は
こ
れ
を
攻
撃
し
た
。
海
峡
を
へ
だ
て
た
小
倉
藩
で
は
藩
論
が
紛
糾
し
た
。
敬

斎
は
事
は
外
冠
に
か
か
わ
る
の
で
傍
観
し
て
救
わ
な
い
で
い
い
だ
ろ
う
か
、
紅
夷
の
命
が
未
だ
降
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
わ
が
陸
地
に
上
ら

し
て
は
な
ら
な
い
。
向
う
が
砲
撃
し
て
く
れ
ば
全
野
を
あ
げ
て
戦
う
べ
き
で
あ
る
等
《
理
非
曲
直
を
た
だ
す
議
を
言
上
し
た
が
、
香
子
の

議
は
行
わ
れ
な
か
っ
一
た
。
そ
こ
で
敬
斎
は
京
都
に
上
り
、
建
白
論
列
し
て
、
国
家
の
た
め
に
尽
力
し
よ
う
と
し
た
矢
先
、
に
わ
か
に
大
き

な
事
故
に
遭
っ
．
た
。
・

　
時
に
新
た
に
射
場
を
開
く
に
、
君
、
数
矢
を
発
し
誤
ま
っ
て
薄
紫
を
傷
つ
け
、
遂
に
以
て
病
を
成
す
。
医
の
薬
を
進
む
る
有
り
て
隔
れ
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を
服
す
。
俄
か
に
し
て
危
篤
、
将
に
瞑
目
せ
ん
と
す
。
侍
者
曰
く
、
心
気
を
堅
定
に
さ
れ
よ
、
と
。
君
、
曽
子
の
語
を
請
し
、
且
つ
曰

　
く
、
心
気
堅
定
す
る
こ
と
此
の
如
し
。
豊
に
別
に
堅
定
有
ら
ん
や
、
と
。
言
畢
り
て
逝
く
。
実
に
九
月
十
四
日
昧
爽
（
夜
あ
け
）
な
り
。

　
享
年
三
十
六
。
小
倉
大
隆
寺
に
葬
る
（
包
。

　
敬
斎
の
死
因
に
つ
い
て
は
、
今
一
つ
定
か
で
は
な
い
。
『
過
庭
餓
聞
』
で
は
左
掌
の
傷
が
も
と
で
破
傷
風
に
な
っ
た
話
が
載
っ
て
い
る
。

ま
た
、
手
の
動
脈
を
切
っ
た
の
が
原
因
と
い
う
説
も
あ
る
（
3
2
）
。
現
在
、
敬
斎
の
墓
は
小
倉
藩
主
の
菩
提
寺
で
あ
る
北
響
岩
市
小
倉
北
区
寿

山
町
の
広
寿
山
福
聚
禅
寺
の
境
内
、
第
八
代
藩
主
と
第
九
代
藩
主
（
敬
斎
の
兄
忠
幹
）
　
と
同
域
に
あ
り
、
法
名
は
崇
信
院
殿
恭
道
慈
敬
居

士
で
あ
る
。

　
敬
斎
の
人
柄
は
、
気
象
豪
適
で
、
俗
気
の
な
い
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
碩
水
は
い
う
。

　
敬
斎
ハ
豪
遇
ナ
人
デ
ア
ッ
テ
、
俗
気
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
チ
ッ
ト
モ
ナ
イ
。
胸
中
が
洗
ヒ
上
ゲ
タ
ヤ
ウ
ヂ
ャ
。
経
説
ハ
深
ク
ハ
ナ
イ
。
詩
文

　
モ
鍛
錬
ガ
ス
ク
ナ
イ
ゾ
。
話
ノ
間
二
人
モ
ナ
ニ
ト
ナ
ウ
俗
気
ノ
ナ
イ
ヤ
ウ
ニ
ナ
ッ
タ
コ
ト
ゾ
。

　
知
己
ト
云
フ
甲
西
斎
ノ
コ
ト
ゾ
。
敬
斎
が
志
ヲ
得
レ
バ
予
モ
得
ル
ニ
相
違
ハ
ナ
イ
ゾ
。
予
モ
ソ
ノ
心
ゾ
。
コ
レ
デ
コ
ソ
真
の
知
己
ト
云

　
フ
モ
ノ
ヂ
ャ
露
）
。

　
碩
水
は
ま
た
い
う
。

　
其
の
志
操
、
凛
乎
と
し
て
回
雪
の
ご
と
し
愈
）
。

　
敬
斎
に
は
三
人
の
子
が
あ
っ
た
が
、
長
男
と
三
男
は
共
に
天
馬
し
、
次
男
の
敬
信
、
（
通
称
鎗
之
助
）
が
跡
を
継
い
だ
。
潮
上
の
室
は
生
野

氏
（
名
は
藤
、
後
、
純
操
院
と
称
す
）
で
幕
府
小
普
請
生
野
金
三
郎
の
妹
。

　
碩
水
は
敬
斎
の
遺
族
と
そ
の
後
も
文
通
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
明
治
四
十
一
年
の
小
笠
原
敬
信
か
ら
碩
水
宛
の
手
紙
が
残
っ
て
い
る
。
そ

れ
に
よ
る
と
敬
信
の
母
、
純
操
院
は
「
本
年
七
十
歳
二
相
成
分
得
共
、
幸
田
シ
テ
壮
健
」
と
あ
る
。
ま
た
敬
信
は
明
治
二
十
七
年
に
は
家

産
を
破
り
尽
し
母
親
に
心
配
を
か
け
た
が
、
そ
の
後
戦
役
に
従
い
、
異
郷
に
在
る
こ
と
一
年
十
か
月
、
帰
朝
後
官
途
に
つ
き
、
以
後
、
努

力
の
結
果
、
陸
軍
監
獄
長
に
任
ぜ
ら
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
が
、
こ
ま
ご
ま
と
記
さ
れ
て
い
る
。
懸
詞
遺
族
の
家
は
一
度
は
傾
き
か
け
た
が
、

再
び
盛
り
か
え
し
た
ご
と
く
で
あ
る
。
碩
水
に
と
っ
て
常
に
気
に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
次
の
文
を
読
め
ば
碩
水
は
お
そ
ら
く
、
敬
斎

の
命
日
に
は
亡
き
知
己
敬
斎
を
偲
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
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晩
秋
言
前
の
一
日
は
、
亡
友
敬
斎
先
生
書
風
の
忌
辰
な
り
。
謹
ん
で
豪
酒
を
具
へ
祭
り
を
其
の
霊
に
致
す
。

年
、
気
象
風
釆
、
さ
唾
ら
目
前
に
在
り
。
鳴
呼
哀
し
い
か
な
。
、
臨
監
は
曝
け
よ
（
3
5
）
。

君
の
逝
き
て
よ
り
四
十
六

　
　
　
　
　
注

↑
）

ｲ
藤
幌
「
皇
考
故
中
分
佐
藤
同
君
行
状
」
（
『
楠
本
端
山
碩
水
全
集
』
全
一
巻
（
福
岡
・
葦
書
房
・
昭
5
5
刊
）
中
の
「
朱
丁
合
編
」
巻
一
所
収
）

⑤
）
　
『
碩
水
先
生
余
稿
』
巻
一
（
同
上
全
集
所
収
）

（
3
）
同
上
。

？
）

@
前
記
↑
）
に
同
じ
。

↑
）
@
日
本
歴
史
学
会
心
『
明
治
維
新
人
名
辞
典
』
　
（
吉
川
弘
文
館
・
昭
5
6
刊
）
「
小
笠
原
敬
次
郎
」
の
項
に
よ
る
。

　
　
碩
水
の
「
小
笠
原
敬
斎
君
伝
」
（
『
朱
二
合
編
』
附
録
）
で
は
、
「
考
、
詳
は
長
武
。
長
子
、
諄
、
語
幹
嗣
た
り
。
　
君
は
即
ち
第
二

，
子
に
し
て
側
室
武
田
氏
の
出
な
り
」
と
あ
る
が
、
『
豊
前
叢
書
』
第
四
巻
（
豊
前
叢
書
刊
行
会
・
国
書
刊
行
会
・
昭
5
6
刊
）
　
「
歴
代
藩
主

　
下
」
小
笠
原
忠
幹
（
九
代
）
の
項
に
よ
れ
ば
、
兄
、
棟
幹
（
の
ち
に
豆
幹
）
は
「
文
政
十
年
（
｝
八
二
七
）
九
月
十
四
日
播
州
安
志
に
生
ま

　
る
父
は
長
武
、
そ
の
二
男
也
」
と
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
る
と
敬
斎
は
三
男
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
『
朱
王
合
編
』
附
録
所
収
。

奪
）

嵂
{
正
翼
「
碩
水
先
生
伝
」
（
『
朱
王
合
編
』
附
録
所
収
）

⑤
）

怏
ъ
ｳ
年
閏
三
月
発
信
の
月
田
蒙
斎
の
「
復
佐
佐
美
並
書
」
は
『
朱
言
合
編
』
巻
心
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
節
略
さ
れ

　
た
も
の
で
、
，
九
大
文
学
部
所
蔵
「
碩
水
文
書
」
月
田
蒙
斎
書
簡
（
番
号
二
．
八
七
）
は
原
書
簡
で
あ
る
。

曾
）

ﾀ
志
藩
学
に
つ
い
て
は
、
笠
井
助
治
『
近
世
藩
校
に
於
け
る
学
統
学
派
の
研
究
』
（
下
）
安
志
藩
明
倫
堂
に
よ
る
。

E
）
　
『
艮
三
三
話
』
巻
之
上
（
井
上
哲
次
郎
『
日
本
朱
子
学
派
之
哲
学
』
第
四
編
第
四
章
「
安
積
艮
斎
」
所
収
）

曾
）
　
「
敬
斎
公
子
履
歴
聞
見
暑
録
」
（
『
端
山
先
生
遺
書
』
巻
四
1
『
全
集
』
所
収
）

曾
）

s
「
言
志
晩
録
稿
本
」
（
高
瀬
代
次
郎
『
佐
藤
一
斎
と
其
門
人
』
南
陽
堂
本
店
・
大
正
1
1
・
八
四
四
頁
所
収
）

⑫
）

@
『
佐
藤
一
斎
と
其
門
人
』
第
一
章
（
五
）
「
京
阪
の
試
練
」
。
中
井
竹
山
に
関
す
る
近
著
と
し
て
は
、
小
堀
一
正
・
山
中
浩
之
・
加
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地
伸
行
・
井
上
明
大
『
中
井
竹
山
・
中
井
履
軒
』
（
叢
書
・
日
本
の
思
想
家
2
4
・
明
徳
出
版
社
・
昭
5
5
）
及
び
、
宮
本
又
次
『
町
人
社
会
の
学

　
芸
と
懐
徳
堂
』
（
文
献
出
版
・
昭
5
7
）
等
が
あ
り
、
詳
し
い
。

宕
）

嵂
{
正
脩
録
『
過
庭
絵
聞
』
　
（
『
全
集
』
所
収
）

（
1
6
）

ﾗ
水
の
「
端
山
先
生
楠
本
伯
子
墓
碑
」
（
『
朱
王
合
編
』
附
録
所
収
）
に
よ
る
。
な
お
訥
庵
に
つ
い
て
は
、
並
木
池
水
の
「
先
師
訥
庵

　
大
橋
先
生
略
伝
」
（
『
朱
王
合
編
』
附
録
所
収
）
に
「
其
の
学
初
め
詰
論
を
主
と
し
、
か
た
わ
ら
禅
理
を
究
め
、
晩
に
程
朱
に
帰
す
」
と

　
学
問
の
変
遷
を
記
す
。

　
　
岡
田
武
彦
『
楠
本
端
山
』
（
叢
書
・
日
本
の
思
想
家
4
2
・
明
徳
出
版
社
・
昭
5
3
）
同
じ
く
「
楠
本
端
山
と
碩
水
」
（
『
楠
本
端
山
碩
水
全
集
』

　
附
録
解
説
）

（
1
8
）@
『
幕
末
維
新
朱
子
学
者
書
簡
集
』
七
五
頁
。

曾
）

ｯ
上
　
一
五
頁
。

翁
）

ｯ
上
　
一
六
頁
。

（
2
1
）

ｯ
上
　
一
七
頁
。

（
2
2
）
同
上
　
五
九
頁
。

（
2
3
）@
『
端
山
先
生
遣
書
』
三
二
　
與
源
三
三
書
三
酉

（
2
4
）

ｯ
上
、
答
源
義
卿
書
（
と
も
に
全
集
所
収
）
．

（
毯
　
『
朱
王
合
編
』
附
録

（
邑
@
難
波
征
男
『
月
田
蒙
斎
』
（
叢
書
・
日
本
の
思
想
家
．
明
徳
出
版
社
・
昭
5
3
）

留
）
　
「
嘗
て
初
め
て
先
生
の
徳
を
楠
本
準
平
と
佐
佐
孚
嘉
（
碩
水
）
・
と
に
聴
く
」
（
與
月
田
蒙
斎
先
生
書
1
『
兜
蟹
合
編
』
巻
四
）

需
）@
「
與
月
田
蒙
斎
先
生
書
」
（
『
朱
王
合
編
』
巻
四
）

⑳
）

@
「
復
佐
佐
吉
甫
書
」
（
『
朱
王
合
編
』
巻
四
）

曾
）
@
「
小
笠
原
敬
斎
君
伝
」
　
（
『
碩
水
先
生
遺
書
』
巻
七
）

愈
）
同
上
。
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曾
）

O
記
『
明
治
維
新
人
名
辞
典
』
小
笠
原
敬
次
郎
の
項
及
び
小
田
富
士
雄
・
有
川
宜
博
・
米
津
三
郎
・
神
崎
義
夫
共
著
『
北
九
州
の

　
歴
史
』
（
福
岡
・
葦
書
房
・
昭
5
4
刊
）
の
皿
近
世
a
尊
王
嬢
夷
の
時
代
（
米
津
三
郎
担
当
）
に
、
「
小
笠
原
敬
次
郎
は
解
職
さ
れ
て
江
戸

　
に
赴
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
出
発
の
数
日
前
、
弓
の
稽
古
中
に
弦
で
手
の
動
脈
を
切
り
、
出
血
多
量
で
死
亡
し
た
」
（
一
五
〇
頁
）

　
と
あ
る
。

露
）
　
『
過
庭
鯨
聞
』

露
）
　
「
小
笠
原
敬
斎
君
伝
」

露
）
九
大
文
学
部
所
蔵
「
碩
水
文
書
」
小
笠
原
敬
斎
書
簡
（
番
号
六
〇
四
）

露
）
　
『
碩
水
先
生
遺
書
』
三
六
「
祭
源
敬
斎
文
」

（
付
記
）
こ
の
小
論
は
昭
和
五
十
六
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
「
幕
末
明
治
期
に
於
け
る
直
門
学
の
研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

卜而


